
 本格的な夏を迎えました。この時期は体力や食欲が落ちたり、睡眠時間も 

不十分だったりし、夏バテしやすい時期です。生活リズムを整えながら、この夏 

も元気に乗り越えていきましょう！ 

利用者数 193名 

（令和４年4月～6月） 

  RSウイルス・アデノウイルス・胃腸炎での利   

 用が多かったです。  

 夏野菜を食べよう！ 

 夏野菜がおいしい季節になってきました。夏野菜 

は強い太陽の光を浴びて育ちます。 

 紫外線からの身を守るための《βカロテン》や《ビタミ 

ンC・E》、水分を補いつつ冷やす働きもある《水分》 

や《カリウム》など，栄養素がたくさん含まれています。 

 体力や食欲がおちた時におススメなので、ぜひ、ご 

家庭の献立に取り入れてみてくださいね。 

病児・病後児保育とは 

 保育園に通っている子どもが発熱続きで、

なかなか仕事に行けない…… 

 共働き家庭が増えてきている近年では、

そんな悩みを抱えている家庭も多いです。  

 そんな時に助けになるのが、病児・病後

児保育です。 

保育時間 

月曜日～土曜日 ８：００～１８：００ 

（日祝・年末年始除く） 

電話 ０５２－６５４－２８５８ 

保育対象年齢：生後６ヵ月～小学６年生 

 

子どもの三大夏かぜ 
 風邪や感染症といえば、冬のイメージがありますが夏に 

活性化し、流行する感染症もあります。 

 『ヘルパンギーナ』・『手足口病』・『咽頭結膜熱(プール熱)』は、”子どもの三大夏かぜ”と 

呼ばれ、例年６月から８月にかけて流行しますので、事前の感染に備えましょう。 

 

令和４年夏号 

食中毒に要注意!！ 
 

 気温が高く湿気の多い夏場は、食

中毒の原因となる細菌の繁殖が活発

になります。 

 子どもは大人に比べ抵抗力が弱く、

食中毒になると重症化するリスクが高く

なります。食中毒予防の三原則を、守

りましょう。 

名古屋掖済会病院  

病児・病後児保育室   


